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令和４年度「数理・データサイエンス・ＡＩ教育プログラム」⾃⼰点検・評価結果 

 
１．⾃⼰点検・評価の実施 
 ＩＲ委員会において、令和４年度に開講した数理・データサイエンス・ＡＩ教育プログ
ラム（リテラシーレベルおよび応⽤基礎レベル）（以下、プログラム）の構成科⽬の⾃⼰
点検・評価を実施した。 
 
２．⾃⼰点検・評価の対象 
 プログラムの全構成科⽬を⾃⼰点検・評価の対象とした（表１）。 
 
３．⾃⼰点検・評価の結果 
（１） プログラムおよびプログラムを構成する科⽬の履修修得状況 

令和３年度以降の⼊学者は、プログラム（リテラシーレベルおよび応⽤基礎レベルの両
者）の修了要件が卒業要件に含まれる。したがって、履修率は概ね 100%である。 

表１ 令和４年度のプログラムを構成する科⽬の履修修得状況 

 
 
 



表１より、プログラムを構成する科⽬の修得率は概ね良好である。ただし、選択科⽬群
に属する微分積分学Ⅱの修得率は 67.5%と低い値になっている。調査の為、微分積分学Ⅱ
の担当教員にヒアリングを実施した。担当教員からは「学⽣の授業への参加状況が芳しく
なく、結果として試験の平均点が例年より低かった」との報告を受けた。共通教育科およ
び担当事務と連携し、「再履修クラスの開講」および「修学⽀援の強化」などの対策を講
じた。令和５年度以降も引き続き調査を続ける。 

 
プログラムを構成する科⽬の成績分布は表２の通りである： 

表２ 令和４年度のプログラムを構成する科⽬の成績分布 

 

以上より、プログラムの履修状況・修得状況ともに概ね良好であると評価する。 

（２） 授業の実施⽅法および成績評価⽅法 
 シラバスに記載されている到達⽬標や成績評価⽅法などは学⽣⽀援・教育センターで確
認しており、カリキュラム・ポリシーに沿って授業設計が⾏われている。 
 

授業毎に下記の授業評価アンケートを実施しており、アンケート結果を参考に授業計画
の改善を図っている。 

（３） 授業評価アンケート結果および学⽣の興味・関⼼・理解度 
 応⽤基礎レベル（実験・プロジェクト系科⽬を除くコア科⽬）における授業評価アンケ
ートの結果（抜粋）は以下の通りである。【】内に前年⽐を記載する： 
 
 



＜情報学基礎演習＞ 
＊総合的に判断して、この授業の満⾜度は何点ですか？ 
肯定的（84.9%）【-0.9%】 中間的（13.5%）【+2.5%】 否定的（1.6%）【-1.6%】 
＊授業は、全体的にみて理解しやすかったですか？ 
肯定的（83.7%）【+3.7%】 中間的（11.5%）【-0.8%】 否定的（4.8%）【-2.9%】 
＊授業内容について、興味・関⼼を持てましたか？ 
肯定的（87.7%）【+-0.0%】 中間的（9.1%）【+0.7%】 否定的（3.2%）【-0.7%】 
 
＜微分積分学Ⅰ（数学Ａ）＞ 
＊総合的に判断して、この授業の満⾜度は何点ですか？ 
肯定的（73.3%）【+5.0%】 中間的（21.6%）【-0.4%】 否定的（5.2%）【-4.6%】 
＊授業は、全体的にみて理解しやすかったですか？ 
肯定的（64.2%）【+8.7%】 中間的（19.4%）【-2.6%】 否定的（16.4%）【-6.2%】 
＊授業内容について、興味・関⼼を持てましたか？ 
肯定的（72.8%）【+4.5%】 中間的（19.0%）【+0.7%】 否定的（8.2%）【-5.2%】 
 
＜情報技術概論＞ 
＊総合的に判断して、この授業の満⾜度は何点ですか？ 
肯定的（93.8%）【+14.4%】 中間的（5.1%）【-9.6%】 否定的（1.0%）【-4.9%】 
＊授業は、全体的にみて理解しやすかったですか？ 
肯定的（58.2%）【-8.5%】 中間的（36.7%）【+18.1%】 否定的（5.1%）【-9.6%】 
＊授業内容について、興味・関⼼を持てましたか？ 
新しい実習科⽬専⽤の授業評価アンケートに対応する質問がないため、対象外とする。 
 
＜線形代数学Ⅰ（数学Ｂ）＞ 
＊総合的に判断して、この授業の満⾜度は何点ですか？ 
肯定的（68.3%）【+3.7%】 中間的（22.2%）【-3.1%】 否定的（9.5%）【-0.6%】 
＊授業は、全体的にみて理解しやすかったですか？ 
肯定的（95.2%）【+23.0%】 中間的（4.8%）【-11.7%】 否定的（0.0%）【-11.4%】 
＊授業内容について、興味・関⼼を持てましたか？ 
肯定的（59.0%）【-11.9%】 中間的（32.8%）【+11.3%】 否定的（8.2%）【+0.6%】 
 
 
 
 
 



＜データ活⽤基礎（データサイエンス）＞ 
＊総合的に判断して、この授業の満⾜度は何点ですか？ 
肯定的（76.4%）【-1.0%】 中間的（16.8%）【+2.5%】 否定的（6.8%）【-1.5%】 
＊授業は、全体的にみて理解しやすかったですか？ 
肯定的（90.8%）【+21.8%】 中間的（9.2%）【-5.1%】 否定的（0.0%）【-16.7%】 
＊授業内容について、興味・関⼼を持てましたか？ 
肯定的（63.6%）【-9.0%】 中間的（24.2%）【+12.3%】 否定的（12.1%）【-3.4%】 

 
授業の「満⾜度」に関し、著しく否定的な回答が⽬⽴つ科⽬は⾒当たらない。最も否定

的な回答の割合が⾼い科⽬でも 9.5%である。「理解のしやすさ」に関しては、線形代数学
Ⅰ・データ活⽤基礎などで⼤幅な改善が⾒られる。情報技術概論の肯定的な回答の割合が
8.5%減少しているが、否定的な回答の割合も 9.6%減少しているので状況は良好であると
判断する。全体の傾向として、否定的な回答の割合は減少している。 

上記を含む分析結果を担当教員と共有し、数理・データサイエンス・ＡＩ教育プログラ
ム推進委員会と連携しながらＦＤ活動を実施し、改善を検討する。 

 
以上より、授業評価アンケート結果および学⽣の興味・関⼼・理解度は良好であると評

価する。 
 

４．総評 
全体を通して、プログラムの実施状況は良好である。本⾃⼰点検・評価書を企画連絡会

議および数理・データサイエンス・ＡＩ教育プログラム推進委員会に報告し、プログラム
の改善を図る。また、ＩＲ委員会においても引き続き⾃⼰点検・評価の⽅法を検討する。 


